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貞清 潔
With Labo

□都市及び地方計画

□協働のまちづくり・住民参加・地域活動企画・運営

□コミュニティ政策学会

福岡市共創による地域づくりアドバイザー

福岡県まちづくり専門家

福岡県安全・安心まちづくりアドバイザー

自己紹介



「防災と地域コミュニティ」

防災に関する地域コミュニティとしての取組、

そして行政として求められることを考えてみましょう

■問題提起

１．近年の九州北部の主な自然災害

２．「知る」ということ

３．「学ぶ」ということ

４．「想像」から「想定」そして「行動」へ

５．「すぐに」「すばやく」「すえながく」

■意見交換

研修プログラム



○発生日時：3月20日10時53分

○震源地：福岡県西方沖

○震源の深さ：約９km

○規模：Ｍ７.０

○津波：10:57 津波注意報

12:00 解除

○震度：・震度６弱＝東区、中央区

・震度５強＝早良区、西区

・震度５弱＝博多区、南区、城南区

福岡県西方沖地震（平成17年3月20日）

近年の九州北部の主な自然災害



18:25～19:25の１時間に116㎜

17:00～21:00の４時間で205㎜

24日～26日までの総雨量は517㎜

（福岡空港）

7月の月平均の２倍の降水量

中国・九州北部豪雨（平成21年7月24～26日）



八女市、日田市で
約800㎜/4日

九州北部豪雨（平成24年7月11～14日）



○発生日時：4月14日21時26分

○規模：Ｍ６.５

○震度：７＝益城町

６弱＝熊本市、西原村等

○発生日時：4月16日1時25分

○規模：Ｍ７.３

○震度：７＝益城町、西原村

６強＝熊本市、南阿蘇村等

熊本地震（平成28年4月14日(前震)・16日(本震)）



朝倉市
586㎜/2日

線状降水帯巨大キノコ雲
名島より

九州北部豪雨（平成29年7月5～6日）



早良区脇山
517㎜/4日

添田
541㎜/4日

平成30年７月豪雨（平成30年7月5～8日）

筑紫野市（山口川）

筑紫野市（二日市）



小郡市

久留米市

令和元年７月豪雨（7月18日～22日）

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20190721001966.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20190721000646.html


武雄市

令和元年８月豪雨（8月26日～28日）

大町町



7月4日4：50 大雨特別警報発令
■人吉市
降水量の極限値（7月3日～4日）

積算降水量 ：420.0㎜
１時間降水量： 69.5㎜（7/4 02:02）
３時間降水量：125.0㎜（7/4 05:30）
６時間降水量：184.0㎜（7/4 05:30）
12時間降水量：340.5㎜（7/4 09:20）
24時間降水量：410.5㎜（7/4 09:50）
（7月平均降水量：471.4㎜）

人吉市

令和２年７月豪雨（熊本） （7月3日～4日）

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200704-00005592-tenki-soci.view-000


大牟田市 7月平均降水量：373.5㎜

久留米市

大牟田市

令和２年７月豪雨（福岡）（7月6日～8日）



最大風速

最大瞬間風速

7日03時 945hPa

6日21時 945hPa

6日15時 945hPa

7日06時 950hPa

令和２年 台風10号（9月6日）

7日00時 945hPa

6日18時 945hPa



令和３年 8月11日から19日にかけての大雨

西鉄大牟田線（紫～朝倉街道） 武雄市

https://www.nishinippon.co.jp/image/361461/
https://www.nishinippon.co.jp/image/361522/


計画規模（Ｌ１）：河川整備で基本となる降雨を想定

（那珂川水系 328㎜/24時間）

洪水浸水想定区域（計画規模Ｌ１）・土砂災害ハザードマップ 那珂川市

「知る」～災害のリスク～



想定最大規模（Ｌ２）：想定しうる最大規模の降雨を想定（福岡県公表）

（那珂川水系 961㎜/24時間）

洪水浸水想定区域（想定最大規模Ｌ２）・土砂災害ハザードマップ



揺れやすさマップ（那珂川市）

警固断層を震源とする地震

どこでも起こりうる直下の地震

の計測震度を重ね合わせて、

最大となる震度



ＬＩＮＥ公式アカウント

災害に備えて防災気象情報を得る



テレビ

ＮＨＫデータ放送

d

テレビ

ＫＢＣデータ放送





人吉市

気象情報（相当）と避難情報（警戒レベル）

警戒レベル
市区町村 避難情報

警戒レベル「相当」情報
気象庁や都道府県等



警戒レベル３や４が発令されたら、危険な場所から避難

「避難」とは「難」を「避ける」こと、安全な場所に逃れること

危険な場所でなく、安全が確保されるのであれば…

｜親戚宅、知人宅へ ｜在宅避難 ｜ホテル泊 ｜車中泊

ただし不安があれば、ためらわず避難所へ

分散避難



避難行動判定フロー／「難」を「避」ける行動



災害対策基本法の改正（令和3年5月）



台風19号の爪痕 西日本新聞より

令和元年 台風19号







「想像」から「想定」そして「行動」へ～地域の防災活動～

自治会・町内会を単位とした地域の取組
筑紫野市みかさ台自主防災会

◆人口等 ・958人 417世帯 高齢化率51.5％

◆経緯 ・平成20年：準備委員会設立（7名）

・平成21年：総会の承認を得て正式設立

・平成24年：福祉活動を追加（みまもり隊発足）

◆会の目的 ・防災、防犯、福祉の活動を通じて安心・安全なまちづくり

をめざす

◆会の特徴 ・区会に加入の全員が構成員

・円滑な運営、活動のために自主防災委員会を設置

◆会の組織 ・会の代表：自主防災会会長 ⇔ 区長

・会の運営：自主防災委員長 ⇒ 委員長

◆会の運営 ・区会より活動費として年間120,000円支給



■防災訓練（年２回）

6月：公民館を主に避難訓練・消火訓練・通報訓練

12月：団地全体で総合的に避難訓練・消火訓練・搬送訓練



■防災マップの作成

２ブロック

４ブロック

１ブロック

３ブロック

４ブロック



防災器具保管庫

防災かまどベンチ

ベンチのふたをとって
炭を入れているところ



■日常の活動

〇会議による情報交換

自主防災委員会：偶数月の第1水曜日

みまもり隊 ：奇数月の第1水曜日

〇「自主防災会だより」による情報発信

毎月1回：回覧板

〇「守るんじゃー新聞」による情報発信

年2～3回：全戸配布

〇普通救命講習Ⅰ

120名超が受講



複数の自治会・町内会を単位とした地域の取組
益城町広崎地区まちづくり協議会

◆人口等 6,140人 2,413世帯
◆経緯 平成29年：復旧復興のためのまちづくり協議会発足

平成30年：まちづくり提案書作成（避難路・避難広場）
平成31年：地震や豪雨に備えて、勉強会（ワークショップ）開催
令和元年 ：「地震や豪雨に備えて」マップ作成・全戸配布

◆自主避難所（協定避難所）：
指定避難所以外に、身近で安全な避難所を
地域で決めて協定を締結



◆地震の際の
地区の対応



■大雨の際の
地区の対応



■広崎１町内ハザードマップ

秋津川堤防（パラペット）
推進計測点
数字は堤防頂まで内水氾濫した時の
計測点水深（㎝）



小学校区等を単位とした地域の取組
福岡市博多区美野島地区防災委員会

◆人口等 11,234人 7,262世帯 高齢化率15.6％
◆経緯 平成28年：災害に強い美野島を目指した取組
◆発災後の各町内会の地区集合場所とその後の避難：
地区集合場所・災害対策本部の体制



◆地区集合場所運営マニュアル



◆初動期における地区対策本部運営マニュアル



◆防災タイムライン（水害編）
の検討



目的：昼夜を問わず起こる災害に際し、新型コロナウイルス感染症対策に

配慮した避難所の開設、避難者受け入れ

想定：福岡管区気象台より「大雨洪水警報」を発表

福岡市では「警戒レベル４ 避難勧告」を発令

公民館職員と自主防災組織が避難所を開設、連携し、避難者の受け

入れと感染が疑われる避難者を誘導

参加者：公民館職員、防災委員、自治協議会役員

監修・助言：第一薬科大学

◆美野島地区新型コロナ感染症対応避難所開設訓練（R2.8.23)



地域での取組 ～避難スイッチ～

「自分たちの目」で確認した情報で避難を始める基準

避難を始めるきっかけ（タイミング）

住んでいる場所や住宅の種類等々でそれぞれ
違うが…

①避難情報（市町村から発令）

②環境の異変（いつもと違うな…）

③他者の働きかけ（誘い合う）

「空振り」ではなく「素振り」

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/image/j190613_10.jpg
http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/image/j190613_16.jpg


地域での取組 ～タイムライン～

起こりうる災害に対して、時系列で
「いつ」「誰が」「何をする」を整理した行動計画

時間 気象情報 避難情報等 自治会・まち協 個人

誰が
何を

何を



自主防災組織とは？
●「自分達の地域は自分達で守る」という自覚と連帯感に基づき、自主的
に結成する組織

●地域（町内会・自治会や小学校区程度の範囲)の自主防災活動（自助、共
助の取組）を促進する組織
▼

●町内会や自治会、小学校区の単位で、の地域住民等が参加し、日頃から
防災活動に取り組む組織

町内会・自治会とは別に組織を設立するのは？
●災害はいつ起きるか予想できないことから、地域での防災活動の位置づ
けを明確にし、数十年という長期の視点で地域での防災の取組の継続
性を担保

自主防災組織の特性
●即応性：すぐに対応（顔の見える関係）
●連帯性：同じ地域・環境に住む仲間
●日常性：日常生活の繋がりの中で活動（祭り、もちつき、運動会等）
●密着性：地域内のきめ細かな情報

「すぐに」「すばやく」「すえながく」～自主防災組織と活動～





自主防災組織の基本的な班編成



本部運営
訓練

ＤＩＧ
（災害図上訓練）

ＨＵＧ
（避難所運営ゲーム）

クロス
ロード

給水
訓練

避難所
運営・
宿泊訓練

まちなか
訓練

炊き出し
訓練

防災
ウォークラリー

色々な防災訓練やイベント

防災
まち歩き

避難
訓練

想定した災害に
ついて、地図上
で災害対応につ
いて話し合う

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

災害時に発生
する様々な問
題について検
討しあう

防災クイズに答えなが
ら街中を歩き、地域の
防災について学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災
運動会

担架による荷
物運び競争や
土のうづくり
競争など、
「防災」の視
点を取り入れ
た運動会

他の訓練現場を見学することで、訓練の準備や進め方などの理解が深まる

自主防災活動



災害時の活動

災害時の活動
に活かす

日常の活動
に活かす

災害時の基盤となる
平常時の地域活動

避難行動要支援者

乳幼児

小中学生

保護者

高齢者 等々

世代間交流

訪問・見守り

お祭り・イベント

防災訓練

「すぐに」「すばやく」「すえながく」



各町内会の避難場所から小学校体育館へ→町内会別に受付

町内会別にエリアを区分、誘導→町内会ごとに救援物資を支給

避難訓練・避難所運営訓練



災害図上訓練（各町内別に）

子ども達と一緒に訓練



運動会のプログラムの一つに

子ども達と一緒にまち歩き（防災さんぽ）



新旧隣組長で訪問
安否確認調査

避難行動要支援者調査



サロンや敬老会で
少し時間をとって

災害ことや
避難行動要支援者のことを

情報提供

避難行動要支援者等への勉強会



防災リーダー「防災士」に求められる役割

防災士 地域へ 家庭へ



自助

７

共助

２

公助

１

地域や近隣で互いに協力し合う
自分達にできることは？
自分達にしかできないことは？

国や県、市などの行政、消防
機関による救助・援助等

災害時では…

自分の身は自分で守る
自分（家族）にできることは？
自分（家族）にしかできないことは？

「自助」「共助」「公助」

「いのちを守る地震防災学」林春男



自助 共助

公助

国や県、市などの行政、
消防機関による救助・援助等

行政がやらなければならない
ことは？

できていることは？

平常時では…

地域や近隣で互いに協力し合う
自分達にできることは？
自分達にしかできないことは？

自分の身は自分で守る
自分（家族）にできることは？
自分（家族）にしかできないことは？

「自助」「共助」の重要性
が言われるが…

もちろん重要！

でも「公助」は？

「公助」があってこその
「自助」「共助」

でも現実はできていない

追いついてない



Ｑ．地域の防災活動に適切に助言できていますか？

Ｑ．あなたの市町村が指定している避難所は、誰もが安心し

て避難できる、受け入れられる避難所となっていますか？

Ｑ．福祉避難所って知ってますか？

Ｑ．避難行動要支援者名簿、登録後は地域任せにしていませ

んか？

Ｑ．個別計画や地区防災計画の作成の予定は？

Ｑ．コミュニティ担当、防災担当、福祉担当、教育委員会

等々はバラバラではありませんか？連携できていますか？



発災

救助

避難

復旧

再建
復興

備え

「想像」そして「想定」から「行動」へ

７２時間
（３日間）

３カ月～ ３日～

平常時の活動
災害時の活動
に活かす

日常の活動
に活かす



災害時の活動

災害時の活動に活かす

日常の活動に活かす

災害時の基盤となる
平常時の地域活動

避難行動要支援者

乳幼児

小中学生

保護者

高齢者 等々

世代間交流

訪問・見守り

お祭り・イベント

防災訓練

「すぐに」「すばやく」「すえながく」


